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4月20日，勝浦町農村環境改

善センターにおいて開催された

「中国遵義雑技芸術団日中友好

特別公演」に，昼・夜合わせて� 

800人の入場者があり大盛況で

した。� 
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入場者は「人間技とは思えな
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い，すばらしい演技だった。と

てもよかった。」との声が多かっ

(世帯数) 2，044戸� (人口)男� 3，528人女�  3，805人計�  7，333人� (平成8年� 3月末日現在)⑩⑧⑨ 
(出生)男2 女O計2 苑亡)男5 女4 計9 転入)男22女18計40 (転出)男17女22計39

⑨⑧ 広報かつうら� 5月号第311号平成8年5月1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL(088日)2-2511 (代) FAX 2-3028 
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テキストボックス
優　雅　な　る　演　技
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スタンプ
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町民のうごき



=3月定例議会で議決される一
同
凶
間
開

入って〈るお金 

700万円

町税分担金負担金財産収入

その他(使用料.寄附金.繰入金.繰越金.諸収入) 

45億 9， 

総務費  8億 8，891万円 8億 3，101万円

(19.3%) 

5億 8.445万円 
(12.7%) 

目口巴 』 】 .
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費 18億 7，347万円 ・圃圃---・=- 司 

-

(19.3%) 

教育費  

6億 4，604万円 (14.1 %) 
(依存財源)

町債  5億 1，790万円 

11.3% (依存財源)  

(自主財源) 18.1%

民 生 費  

地 方 交 付  税

40.8% 

(依存財源)
農林水産業費  

8億 8，900万円 

H 

\~ 

.n 
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その他 

O

歳 歳

出 入

ー
セ
ン

公債費  

6億 8.715万円 (15.0%) 

県支出  金

9億 1，656万円 

19.9% 

五
億
九
千
七
百
万
円
で
、
前
年
度
と

その他 1億 2，601万円

7，887万円(1.7%) 2.7% (依存財源)

施
設
整
備
事
業
に
一
億
百
九
十
一
万

円
、
集
落
環
境
整
備
事
業
に
一
億
八

千
三
百
四
十
三
万
円
、
農
業
構
造
改

善
事
業
に
三
億
六
千
八
百
四
十
万
円
。

単
独
事
業
が
勝
浦
中
学
校
プ
ー
ル

新
設
事
業
に
一
億

一
千
四
百
万
円
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
に
一

億
八
千
四
百
九
十
五
万
円
な
ど
で
、

勝
浦
町
新
総
合
計
画
に
基
づ
き
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

方
交
付
税
が
、
十
八
億
七
千
三
百
四

十
七
万
円
で
前
年
度
に
比
べ

0
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
低
い
伸
び
と
な

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
地
方
税
、
分
担
金
、

負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど
の
自
主
財

源
の
構
成
比
は
十
八

・
一パ

ト
で
、
前
年
比
は

0
・
一
パ
ー
セ
ン

は
、
補
助
事
業
が
移
動
通
信
用
鉄
塔

ト
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

比
べ
約
九
千
百
十
八
万
円
(
二
・

パ
ー
セ
ン
ト
)
の
増
と
な

っ
て
い
ま

す
。 一

般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
四
十

圏
直
旦
図
面
閉
圏
直

平
成
八
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て

歳
入
総
額
の
約
四
割
を
占
め
る
地

図
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テキストボックス
3月定例議会で議決される　歳出　歳入　平成八年度　一般会計当初予算
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扶 目力 費 

補 目力 費 

(総務費)

-移動通信用鉄塔施設整備事業 1億 0，191万円

(民生費) 

-老人福祉費 

-老人保健特別会計繰出金 

-児童福祉費 

-同和対策事業費 

3億 1，899万円

4，831万円 

3，611万円 

1，652万円

(衛生費) 

-簡易水道事業特別会計繰出金 

-勝浦病院特別会計繰出金 

-合併浄化槽推進費 

-清掃費 

1，416万円

7，809万円 

837万円 

9，084万円 

(農林水産業費) 

-農業振興費 

-広域農道整備事業費 

-農免農道整備事業費 

-土地改良事業費 

-集落環境基盤整備事業費 

5，052万円 

2，997万円 

2，266万円

4，401万円 

1億 8，343万円

-農業集落排水事業特別会計繰出金 1，489万円

-農業構造改善事業費 3億 6，840万円 

-林業費 8，128万円

(商工費) 

-観光開発費 5，634万円

一般会計当初予算の推移「
(対前年度増減率)

(土木費) 

-町単道路改良費 8，485万円 

-県単道路改良費 3，049万円

-道路改良費 l億 5，032万円 

-辺地対策事業費 5，009万円 

-河川費 5，724万円 

(消防費) 

-非常備消防費 5，926万円

(教育費) 

-奨学資金等貸付金 964万円 

-勝浦中学校プール建設事業費 1億 1，400万円 

-社会教育費 6，831万円 

-学校給食センター改築事業費 1億 8，495万円

性質別歳出  

投資的経費  41.1 % 

普通建設事業  181意3，646万円 39.9% 

災害復旧費  5，387万円 1.2% 

消費的経費  58.4% 

人 件 費 9憶0，822万円 19.8% ~、、

公 債 費 6t意8，731万円 15.0% 

物 件 費 4t意4，635万円 9.7% 

4年度  38憶6，757万円 18.7% 2憶7，285方円 5.9% 

繰 出 金 1憶7，812万円 3.9% 

5年度  39憶t9，002万円 3.2% 1憶5，546万円 3.4% 

6年度  

7年度  

8年度  

40憶4，129万円 

45憶0，582万円 

45憶t9，700万円 

1.3% 

11.5% 

2.0% 

維持補修費  

貸 付 金 

投資及び出資金  

積 立 金 

予備費  

1，404万円 

1，314万円 

468万円 

150万円 

2，500万円 

0.3% 

0.3% 

0.1% 

0% 

0.5% 

回
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施
設
で
す
。

境
を
造
り
ま
す
。
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-農業集落排水事業-

医鱈感樋田窃男悶

然
や
勝
浦
川
の
清
流
を
守
り
、
快
適
な
生
活
環

こ
の
施
設
の
利
用
に
よ
り
、
町
の
美
し
い
自

地
区
を
対
象
と
し
た
処
理
人
口

一
、
0
0
0人、

処
理
場
の
建
築
面
積
二
九
五
ば
、
敷
地
面
積
一
、

二
二
四
ば
で
、
し
尿
と
生
活
排
水
を
浄
化
す
る

高
度
化
に
伴
い
、
集
落
か
ら
の
排
水
が
農
業
用

排
水
、
河
川
の
汚
濁
を
ま
ね
き
、
農
産
物
の
生

育
障
害
や
悪
臭
の
発
生
等
が
生
活
環
境
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
現
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
五
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
し
た
横
瀬
地
区
汚
水
処
理

場
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
汚
水
処
理
場
は
、
横
瀬
地
区
(
立

川、

寺
谷
等
の
地
域
を
除
く
。
)
と
中
山
の
川
原

近
年
、
本
町
に
お
き
ま
し
で
も
生
活
様
式
の

こんなに変わりました。放とかt=1Jt=sのぐるむ� 
子どものころ魚を釣ったり，水遊びをし 


たりした経験は，誰にでもあると思います。


また，川をせき止め，用水路を引いたりし

て，生活に役立ててきました。その川の汚

れが目立ちはじめています。

どうしてそうなってしまったのでしょう。

川にはもともと自然浄化機能があり ，汚

れが少ない場合は，その力で水をきれいに

保つことができます。しかし，私たちの出

す汚水の量は，自然浄化機能だけでは，も

うきれいな水質を保つことができないほ

ど増えているからです。

農村では残り物や

野菜くずを家畜の

エサや，畑に埋め

て肥料として使い

ました。� 

シャワー，風呂，洗

濯，炊事など，一度

使った水は排水口か

ら流し姶てています。� 

ρ 

宍〉

手L製品，肉，油を使った

料理も増え.台所排水の

汚れが増大

-<>、
ーァ

平成4年

車力200リットル

1人1日の水使用量

昔� 

(昭和30年以前)� 

1日 車句25リットル

•
勝浦町排水設備工事指定業者一覧表

平成8年4月16日現在
横
瀬
地
区
の
皆
様
へ

宅
内
配
管
工
事
の
届
出
に
つ
い
て

横
瀬
地
区
の
汚
水
処
理
場
へ
の
各
家
庭
の
接

続
す
る
宅
内
配
管
工
事
に
は
、
役
場
へ
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
工
事
の
施
工
は
勝
浦
町
排
水
設
備
工

事
指
定
業
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

施
工
業
者
へ
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
役
場
へ
の
提
出
書
類
】

-
排
水
設
備
新
設
工
事
申
請
書

.
排
水
設
備
工
事
着
手
届

.
排
水
設
備
工
事
完
成
届

.
施
設
使
用
開
始
届

こ
の
他
に
、
現
在
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
の
方
は
、
浄
化
槽
廃
止
届
書
を
小
松
島

保
健
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課
(
二
|

二
五
一
こ
ま
で
。

業 者 名

アサヒ管工事

所在地

勝浦町生名� 

電話番号

08854-2-2601 

(有)片山建設 勝浦町横瀬� 08854-2-3856 

勝水工業(お 勝浦町生名� 08854-2-3019 

椎平建設有限会社 勝浦町棚野� 08854-2-4525 

野上建設耐 勝浦町棚野� 08854-2-2353 

(荷山川設備工業 勝浦町星谷� 08854-2-3093 

多国 鉄工 所 上勝町生実� 08854-6-0827 

徳島通信建設側 徳島市富田橋� 0886-53-0295 

制 丸 木 屋 徳島市佐古町� 0886-53-3120 

森 長ハウ ジング 徳島市丈六回T 0886-45-1785 

ユアサ設備工業(有) 小松島市横須町� 08853-2-0807 

回
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横瀬地区汚水処理場完成

MUS04
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水とわたしたちのくらし　こんなに変わりました

MUS04
スタンプ



/ー、L

⑧
⑧
⑥
⑧
⑨


Z
レ
ベ
ー
タ
�
 完
成

l

一一…一 …一…

事
業
費
約
四
、
三
三
�
 

…
す
�
 
o
 

l
l
i
l
i
-
-
i
1
t
i
l
i
-
-
l
i
-
-
t
i
l
l
i
l
-
-
i
i
i
1
1
1
i
l
…

小
松
島
警
察
署
で
三
年
勤
務
し
て
�
 

さ
ん

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

事
中
で
あ
り
ま
し

た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
完
成
し
、
四
月

五
日
か
ら
運
行
を

始
め
ま
し
た
。

こ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
、
や
さ
し

い
ま
ち
マ
つ
く
り
事

業
と
し
て
、
高
齢

者
や
身
体
障
害
者
の
方
に
積
極
的
に

こ

の

ほ

ど

完

成
し
ご
利
用
い
た
だ
い

社
会
参
加
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
す
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
元
気
な
方
は

障
害
者
用
ト
イ
レ
、
自
動
ド
ア
等
総
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

O
万
円
を
要
し
、
い
し
ま
す
。
�
 

つ
い
て
は
皆
無
に
等
し
く
、
早
急
に

管
内
の
家
々
を
巡
回
し
て
色
々
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
答
え
ら
れ
る

よ
う
、
最
善
を
つ
く
す
つ
も
り
で
す

の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導
と

ご
鞭
鐘
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

小松島警察箸

勝浦町坂本駐在所長

高橋賢二

本
年
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
に

よ
り
小
松
島
警
察
署
千
歳
橋
交
番
か

ら
勝
浦
町
坂
本
駐
在
所
に
赴
任
し
て

ま
い
り
ま
し
た
高
橋
賢
二
で
す
。

駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
の
事
で
多

面
に
渡
り
力
不
足
で
、
地
元
住
民
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
日
々
勉
強

の
毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

勝
浦
町
は
自
然
が
深
く
平
穏
で
住

民
の
方
の
人
情
も
篤
く
と
て
も
住
み

良
い
所
だ
と
教
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
に
越
し
て
生
活
す
る
に

当
り
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
勝
浦
町
の
発
展
と
治

安
維
持
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
ご
指

導
と
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小松島警察署

勝浦町生比奈駐在所長

奥村哲文

今
年
の
四
月
一
日
付
の
人
事
異
動

…
に
よ
り
、
小
松
島
警
察
署
千
歳
橋
交

…
番
か
ら
、
勝
浦
町
生
比
奈
駐
在
所
に

着
任
し
ま
し
た
奥
村
哲
文
と
申
し
ま

る
も
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

、

身

体

健

康
の
た
め
で
き
る
だ
け
階
段
を
ご

一
す
。
出
身
地
は
徳
島
市
で
、
現
在
両

…
親
は
、
徳
島
市
内
で
暮
し
て
お
り
ま

新
し
い
社
会
教
育
指
導
員
に

津

井

元

(

横

瀬

)

…一…
度年

…一
成8

…
平

一小

地区 区 長 電 話

石原

イン

A7、山


掛谷 


横� j頼

か
ね
て
よ
り
工

国

平
成
八
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
ま
し
た
敏
鎌
謙
次
さ
ん

に
代
わ
り
ま
し
て
、
四
月
一
日
新
し
�
 

く
津
井
元
一
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た。
敏
鎌
謙
次
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
三

年
か
ら
八
年
間
に
わ
た
り
、
社
会
教

育
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
ま
こ
と
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
津
井
元

一
さ
ん
に
は
社
会

教
育
の
場
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

い
ま
し
た
が
、
勝
浦
郡
の
地
名
等
に

2 -3060 松 下一一�  

沼江 松 下千秋�  2 -4575 

2 -3481 治� キす山

野上治男�  2 -3534 

2 -3005 山 西


黒岩 


日百� 南

2 -2465 小西文市�  

田 岡 土支よえ 2 -3385 

口 内百合夫中 角 2 -3013 

大久保宗 司� 2 -3582 星谷

生 名� j兵 田 武雄�  2 -3311 

久 国 米 沢 好延�  2 -2130 

棚野 津 直行�  2 -3576 I 

立川 2 -4189 寺井 俊彰�  

中 山 山 下房雄�  2 -2804 

前 田好次�  2 -2367 

与川内 山 野 忠男�  2 -3566 

坂本 車問� JlI 寛� 2 -4068 

各地区新区長決まる

平成� 8年度の各地区の新区長が決ま

りました。この� 1年間，お忙しいこと

と思いますが，町行政へのご協力よろ

しくお願いいたします。(敬称略)

MUS04
テキストボックス
エレベーター完成　よろしくお願いします

MUS04
テキストボックス
平成8年度

MUS04
スタンプ



第3固徳島県スポーツレクリェーション祭
町予選出場チーム

第� 3回徳島県スポーツレクリェーション祭町予選� } 第12固勝浦町ソフトテニス大会� 
出場希望チームを募集します。� I

| 第12回勝浦町ソフトテニス大会を� 5月17日から20日まで
ソフトボール及び軟式野球は登録チームによって� |

|の� 4日間行います。
予選が行われますので，登録を希望されるチームは，� I 
5月13日(月)までに町教育委員会で手続きを行ってく� | ・開会式� 5月17日幽� 7時半
ださい。� B級(初心者� 5月17日幽・� 18日(土) 7時半� 

なお，町予選は� 5月下旬から実施する予定ですの� A級(中級者� 5月19日(日)・� (20日(月) 7時半)予備日� 

で，よろしくお願いします。� I※試合はダブルス戦， トーナメント方式。A級・� B級とも� 

・部門(ソフトボール)	 成年男子の部(l 8~39歳) I 新ルールで行います。

壮年男子の部� (40歳以上)� I・締切り� 5月10日働

実年の部� (50歳以上 ・参加料 無料
家庭婦人の部� |

| ※会場は勝中テニスコート(雨天の場合は勝中体育館)
(軟式野球) 青年の部(社会人で年齢制限なし� 

4・申込先 勝浦町教育委員会� 2 -2511~内
壮年の部� (40歳以上の男子) ・

・参加資格	
;く� ‘

""----" 

¥-../ 

固

、姿

手� ( 口 の し 歌 込 題 付 ニ ら 一
①町内に 6ヶ月以上(大会開催前)ヲ|き続いて居� 1た筆和用に 、でんの詠 進 、れ「会、

住していること。	 !さ で 紙 紙 限 未 ー だ 言 進 要誌 ま姿 始 平
②参加種目は原則として 1人 1種目。� !い自 ) はり発人自葉歌 領進 し」 の成

o 書 と 、 ま 表 一 作をは 歌 たと お九
③年齢基準は開催年度の� 4月2日現在。� !たしし半すの首の詠、 の 。定 題年
④スポーツ安全保険等に加入していること。� ;だ て 、 紙 。もと短みお 詠 め 歌

勝浦町社会総合

大学開講式
勝浦町では，町内に住んでい

る方を対象に「社会総合大学」

という事業を実施しております。

学部は，� 5講座からな ってお

り，次のとおりです。� 

1.家庭教育学級(PTA学級)� 

2.青年教室� 

3.高齢者教室� 

4.女性学級� 

5.成人学級

今年度の開講式を記念して，

次のとおり講演会を開催します

ので，多数の方のご来場をお待

ちしております。

-日時 平成� 8年5月25日(土)

午前� 9時30分から

-場所 勝浦町農村環境改善

センターホール

・記念講演	 午前10時から

演題 「幸せはつくるもの」

講師 四国綜合教育研究所

講師積間企亀誇さん

平
成
九
年
歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領


し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

用
紙
は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

臼
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自

筆
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
場
合
に
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
、び
氏
名
を

青
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
視
聴
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠

進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

四
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(本
名
、

ふ

り
が
な
っ
き
)、
生
年
月
日
及
び
職
業

(な
る
べ
く
具
体
的
に 
)
を
縦
書
き

で
書
い
て
く
だ
さ
い 

(書
式
図
参
照
)。

無
職
の
場
合
は
、
「
無
職
」
と
書
い

て
く
だ
さ
い 

(以
前
に
職
業
に
就
い

た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る
べ

く
元
の
職
業
を
書

い
て
く
だ
さ
い
)。

な
お
、
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主

婦
」
と
書

い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

三
、
注
意
事
項

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格

と
な
り
ま
す
。

付
お
題
の
言
葉
を
詠
み
込
ん
で
い
な

い
場
合

口

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

白
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同

一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短

歌
で
あ
る
場
合

四
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
日

以
前
に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、
年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た

場
合

回
二
の
臼
に
記
し
た
代
筆
の
理
白
書

を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と
認

め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

的
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

四
、
詠
進
の
期
間

お
題
の
発
表
の
日
か
ら
九
月
三
十

日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消

印
が
九
月
三
十
日
ま
で
の
も
の
を
有

効
と
し
ま
す
。

五
、
郵
便
の
あ
て
先

「
〒
則
東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一

番

一
号
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ

い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く
折

っ
て
封

入
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

六
、
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
、

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返

信
用
切
手
を
は

っ
た
封
筒
を
添
え
て
、

九
月
二
十
日
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

(約 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 
)

M

郵

便

番

号

住

所
ふ
り
が
な

氏

名

主な著書 「すばらしい魂を育

てる家庭教育J rぼけてたまる

かJ r四季・人間ばんざい」

「親と子供と世の中と」ほか

※詳しくは，勝浦町教育委員会

までお問い合わせ ください。

職

業

生
年
月
日

(約33センチメー トル)

MUS04
テキストボックス
参加者募集　第3回徳島県スポーツレクリエーション祭　町予選出場チーム

MUS04
スタンプ



重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
が
、
日
常
生
活

を
容
易
に
す
る
た
め
の
住
宅
改
造
を
行

っ
た

場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

と
し
て
、
重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成

制
度
を
行

っ
て
い
ま
す
。
内
容
等
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

助
成
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
役
場
住
民
福
祉
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

-
助
成
を
受
け
る
た
め
の
条
件

勝
浦
町
に
在
住
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
視
覚
障
害
ま
た
は
肢
体
不
自

由
で
の

一
級
ま
た
は
二
級
の
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と
。
(
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
る
) 

「¥

回

fムヘyげサベ〈 


私たちが、訪問いたします

一七立おおZZ32-ご利回〈ださい ふ� 

重
度
身
体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

在
宅
の
重
度
障
害
者
の
日
常
生
活
が
よ
り

障
害
者
屋
内
信
号
装
置
・
透
析
液
加
温
器
な

円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の
日
常
生
活
用
具 

ど
)
の
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(特
殊
寝
台

・
特
殊
マ

ッ
ト

・
浴
槽
・
特
殊

経
費
は
低
所
得
の
方
は
無
料
、
そ
の
他
の

便
器

・
盲
人
用
時
計
・
電
磁
調
理
器

・
聴
覚

方
は
所
得
に
応
じ

一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

在
宅
重
度
身
体
障
害
者
短
期
入
所
事
業

重
度
身
体
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族

設
入
所
が
で
き
ま
す
。

の
方
が
、
冠
婚
葬
祭
や
介
護
疲
れ
な
ど
で
お

経
費
は
一
日
当
た
り
一
千
五
百
円
程
度
必

世
話
で
き
な
く
な

っ
た
時
、

一
週
間
程
度
施

要
で
す
。

重
度
身
体
障
害
者
住
宅
改
造
助
成
制
度

-
助
成
対
象
と
な
る
改
造

玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
炊
事
場
等
の
改
造
で

あ
り
、
そ
の
改
造
に
よ
り
、
障
害
者
の
方
の

日
常
生
活
が
容
易
に
な
る
こ
と
。

(
同
時
に
、

他
の
改
造
を
行

っ
て
も
助
成
の
対
象
と
な
る

の
は
、
障
害
者
の
方
の
利
便
性
に
つ
な
が
る

部
分
の
み
)

-
助
成
額
等

助
成
の
対
象
と
な
る
改
造
に
必
要
な
費
用

の
三
分
の
二
以
内
の
額
を
助
成
す
る
。

(
最

高
六
十
万
円
) 

-
必
要
書
類
等

業
者
の
見
積
書
、
改
造
部
分
の
設
計
図
、

家
屋
全
体
の
見
取
図
等

私たちヘルパーは� .365日一年中在宅介助にご町内

を活動しています。土日祝祭日，年末年始は� 2 
~3名の出動体制でご家庭の要望に応じてご利用い

ただき成果をあげております。平日は，起床から就

寝までの� 7時から� 21時までを時差出動にて各ご家庭

へ訪問，お世話させていただいております。

自分の家で生活をしたいと望んでいられるひとり

暮しの高齢者の方々.老人性痴呆症の方，寝たきりの

方へ毎日，午前午後の� 2回見守り介助，はいかいの付

添等身体介護，お食事の準備を含め幅広くご期待に

沿うべく努力し研修を重ねています。今後ともホー

ムヘルプサービスのご利用をよろしくお願い申し上

げます。

利用料は，世帯の生計中心者の所得税に応じて，� 

時間当たり O 円~g10円となっています。

詳しくは，役場住民福祉課� ( 2 -2511).または

勝浦町在宅介護支援センター� ( 2 -3700)へお問い

合わせください。

1

MUS04
テキストボックス
ご利用ください

MUS04
テキストボックス
ご利用ください　ホームヘルプサービス　私たちが訪問いたします

MUS04
スタンプ



1

1

し
た
。

l

-

-

|

|

o

4

，・
。
J

房
子 
|

| 

募
集
時
は
「

っ
て
き
ま
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
」

|

|

l
与

川

内

押

栗

和

代

〈講
評
〉

「
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
愛
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
六
十

二
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
男
性
か
ら
の
作
品
が
三
作
あ
り
ま

L
O
V
E
」
の
作
品
が

多
く
集
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
夫
婦
の
愛

・
親

子
の
愛
・
兄
弟
愛
・
友
達
へ
の
愛
、

「
愛
」
と
は
、
「
私
た
ち
の
心
を
や
さ

し
く
し
、
ま
た
勇
気
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
」
と
作
品
を
通
し
て
伝
わ

一
作
ご
と
に
批
評
し
、
審
査
す
る

た
い
と
思
う
心
が
「
あ
り
が
と
う
」
の

こ
の
一
言
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
「こ

の
親
に
し
て
こ
の
子
あ
り
」
家
族
の

あ
た
た
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

女
優
秀
作
品

あ
な
た
と
わ
た
し
「
み
ん
な
ち
が
う

の
マ
l
チ
を
ひ
、
び
か
せ
て
ね
。

が
、
み
ん
な
い
い
。
」

一
度
き
り
の
人
生
に
(
生
か
し
合
い
)

|

|

|

横

瀬

稲

井

い

さ

お

|

|

「
有
難
う
」
の
言
葉

ム
7
、
母
さ
ん
と
よ
く
似
た

道
程
を
歩
い
て
る
。

-

沼

江

福

田

l
i
l
-

-R



入
賞
作
品

跡
を
継
ぐ
か
ら
家
建
て
て

息
子
の
言
葉
に
夢
託
し

長
い
ロ
l
ン
は
組
ん
だ
け
ど

後
は
任
せ
と
、
い
つ
聞
け
る

坂

本

大

石

キ

ミ

子

お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
十
四
年
間
、

お
母
さ
ん
を
助
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
苦
労
か
け
る
ね
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て

い
き
ま
し
ょ

北
峰
賀
代
子
||

息
子
よ
、

誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
間
に

お
世
話
に
な
っ
た
方
の
こ
と
を

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

成
長
し
て
ほ
し
い
。 

|

|

|
星

谷

沖

野

マ

リ

子

影
に
な
り
、
日
向
に
な
り

私
を
助
け
て
く
れ
た
貴
方

娘
を
嫁
が
せ
た
あ
と

し
み
じ
み
感
じ
る
こ
の
幸
福
。

ー
ー
ー
山

西

福

徳

ヤ

ス

ヱ

| 

地
区
対
抗


バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会


-R



O

i 

生

者
に
と
っ
て
は
難
し
く
、
選
考
し
た

理
由
と
し
て
、①
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
、

②
愛
の
表
現
が
豊
か
で
あ
り
素
直
で

あ
る
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品

生
活
を
通
し
て
教
え
て
く
れ
た

母
の
思
い
や
り

な
か
な
か
言
葉
に
で
て
こ
な
い
け
ど

感
じ
て
ま
す
。

人
生
八 

年
と
い
う
け
れ
ど

や
は
り
俺
の
最
後
の
時
ま
で
残
し
て

お
き
た
い

良
き
妻
で
あ
り
た
い
と
夢
中
の
二
十

五
年
余
り

そ
ん
な
私
に
夫
は
、

「
夫
婦
は
、
つ
く
し
あ
う
も
の
だ
。
」

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

-
-
-
A入

国

坪

内

奈

津

子

|

|

入
退
院
、
通
院
続
け
三
十
年

愚
痴
も
云
わ
ず
に
、
大
金
積
ん
で

生
命
を
く
れ
た
、
お
父
さ
ん
。

あ
り
が
と
う
。

二
人
仲
良
く
す
ば
ら
し
い
日
々
に

l
l
-
-
石

原

瀬

戸

ち

ま

| 

|

人
へ
の
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
、

忘
れ
て
い
た
な
ら
思
い
出
し
て
、

い
つ
ま
で
も
や
さ
し
い


あ
な
た
で
い
て
ほ
し
い
。


中

山

栗

城

友
子
|

我
が
愛
し
き
娘
、

自
分
の
思
う
道
を
歩
ん
で
ご
ら
ん
。

倒
れ
て
も
け

っ
し
て
負
け
な
い
で
/-

母
さ
ん
は
見
守

っ
て
い
る
よ
。

毎
年
恒
例
の
地
区
対
抗
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
三
月
二
十
五
日

か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
勝

浦
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
は
、
男
子
六
チ
l
ム

、
女
子

六
チ
ー
ム
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
男
子
決
勝
は
、
生
名
対
山
西
掛

の
戦
い
と
な
り
、
接
戦
の
末
生
名
チ

ー
ム
が
競
い
勝
ち
ま
し
た
。

女
子
の
決
勝
は
沼
江

・
山
西
掛
対

中
角
の
対
戦
と
な
り
、
沼
江
・
山
西

掛
チ
l
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

そ
れ
ま
で
よ
ろ
し
く
頼
む
よ
。 

|

|

|
棚

野

溝

上

万

市 

|

|

海
外
へ
視
点
を
向
け

国
際
社
会
に
生
き
よ
う
と
す
る
娘
に

高
く
、
遠
く
飛
び
立
て
る

大
き
く
て
安
全
な
翼
を
や
り
た
い 
o 

l

-

-
横

瀬

桂

木

み

ち

江

ー

ー

専

門

学

山

西

掛

星

0-
U 

名

|

|

l

-

-

ん
〈
国

'-' 

¥J (男子)

(女子)

星

谷� 名

|

中棚

野 角瀬

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
人
生

苦
労
し
た
分
長
生
き
し
て
ね
。

|

|

|

掛

谷

中

田

美

佐

子

|

|

日
常
生
活
で
の
き
ま
り
や
風
習
、

ま
た
、
人
と
の
触
れ
あ
い
を
大
切
に

し
て
い
る
母
、
私
も
母
の
よ
う
に
な
り

苦
労
を
笑
っ
て
楽
し
ん
で
い
た

未
来
と
幸
せ
を
o 

母
さ
ん
。
そ
の
背
の
大
変
さ 

増
田

瑞
穂

棚 横

里子 瀬

回

生 横 沼
江
山
西
掛
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三
三

室
主 憲法週間を迎えて

主

主
主
主

主
主

z 
主

圭

墨

書

主

主

言

言

霊
喜� 

主

喜
三
塁� 

= 
圭

芸
曇

霊

室 す。� 主

主
主
喜

圭

三

主

主

z 
z 

E 
Z
Z 

1主

主

主 5 8 10 3日時 月 日(水) 午前� 時から午後 時まで

春の「行政相談週間」について
 
5月19日侶)から25日ωまでの一週間は� r春の行政相談週

間」です。

行政相談週間は，総務庁が行政相談制度を広 く国民の皆

さんに利用していただ くために，全国一斉に実施してい

るもので、す。

この週間行事の一環として，地元行政相談委員が主催し

て，次のとおり行政相談所を開設しますので，役所の仕事

について苦情や要望などをお持ちの方はこの機会をお気軽

にご利用ください。

勝浦町の行政相談委員は，次の方です。


高橋嗣男 (三演) 電話� 2-3502 


〈行政相談所〉


・日時 平成� 8年� 5月10日働午前10時~午後� 3時

・場所 住民福祉セ ンター

・参加予定機関	 徳島行政監察事務所行政相談官

行政相談委員，人権擁護委員

5月3日は.憲法記念日です。全国の裁判所で

は，毎年，憲法記念日を中心とする� 5月1日から� 

7日までの� 1週間を憲法週間とし，法務省，検察

談などの各種行事を行っています。

家事，登記，戸籍，人権など法律上の問題で

2，講師の派遣

各種団体から講演の希望があれば，講師を派

遣します。� 

庁や弁護士会の協力を得て，講演会や無料法律相z 

憲法週間行事として，次のとおり各種行事を行

いますので，お気軽にご利用ください。� 

，無料法律相談所の開設

場所徳島地方 ・家庭裁判所� 

*相談内容は，金銭，借地・借家，交通事故，三� 
= 

主
主

主

主
冨

l
九
一
四

国

f、� 

~、、、

s 

E 
Z 

三

三

塁
三

主
主

主

z 
z 
主� 

労
働
保
険
の
年
度
更
新

の
お
知
ら
せ

平
成
八
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
ま
だ
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
事
業
主
の
方
は
、

五
月
十

五
日
が
申
告
・
納
付
期
限
で
す
。

い
ま
す
ぐ
に
、
申
告

・
納
付
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
徳
島
労
働
基
準
局

(
宮
五
二

一二)
か
県
雇


用
保
険
課 

(
宮
二一 

|
二
三
六
四 
)


へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


金?新生産調整推進対策(転作)にご協力を.ゲ


今年も水稲の転作を下記の要領で受け付けを行って

いますので，ご協力よろしくお願いいたします。� 

1.受け付け期間 5 月 15 日 ~ 5 月 31 日まで (土・日曜日を除 <l

午前 8時30分~午後� 5時

2 . 受け付け場所 勝浦町産業課

3 . 持参するもの� 印鑑

〈新生産調整推進対策のねらしウ

平成� 8年度から 10年度までの� 3年間の生産調整対

策として，新生産調整推進対策が実施されます。

平成� 7年11月1日に新食糧法が施行され，生産調整

は，同法の目的である「米の需給及び価格の安定」を

図るための重要な手段として位置付けられました。こ

のため，今回の対策は，新食糧法の考え方に沿って，

次の� 3点に重点を置いて実施されることになります。� 

1.生産調整の実効性の確保

米の需給状況については� 5年産米の大凶作から一

転して� 6年産米が大豊作� (作況指数109)となり� 7年

産米も作況がやや良� (102)であったことから，緩和基

調が続いています(平成� 8年の秋には国産米の持越在

庫量が� 220万トン程度になると見込まれています)

本対策は，このような状況の下で米流通の主体であ

る自主流通米の価格の安定を図るため，生産調整を着

実に実施し，その実効を確保することを第� 1のねらい

としています。

2 .生産者 ・地域の自主性の尊重

新食糧法の下で、の生産調整は，市場原理の導入，生

産者の主体的取組等を重視するという同法の理念を踏

まえて実施されなければなりません。本対策は，生産

者・地域の自主性を尊重し，生産者の理解と協力の下

に進めていくことを第� 2のねらいとしています。� 

3.望ましい営農の実現 


本対策の実施に当たっては� r新しい食料・農業・農


村政策の方向J (新政策)に示された方向に即し，望ま

しい農業構造及び農業経営の実現にも資するよう配慮

する必要があります。このため，本対策は，望ましい

営農の実現を図ることを第� 3のねらいとしています。

3 ，裁判所の見学，裁判の傍聴

土曜日，日曜日，休日以外はいつでもお気軽

にお出で、く ださい。団体の場合はあらかじめご

連絡ください。

・徳島地方・家庭裁判所
三

三 干770 徳島市徳島町一丁目� 5番地
室
主

主	 電話� 0886-52-3141
主
喜

室
主
主

主
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(産業課関係)
 

γ果樹労働軽減，省力化事業

内� r谷チ"" 採択条件(主なもののみ) 令市 助 主容 申し込み先

小型動力運搬機を導入し，� 

果樹労働の軽減化，省力化を

図るもの。

-クローラ型，ホイル型は問わないが，

導入する園地の形状に合った，有効活

用ができる型式とする。� 

- 積載量は原則として250同 ~400kQ まで

とする。
」� 

事業費のす以内

産業課

Y先進海外農業視察研修事業

農産物の貿易の自由化の進� 

展に伴い，外国農業との競争

力強化を図るため，先進各国� 

の農業事情の視察研修を行う。� 

-生産農家，生産者団体及び本町の農業

指導者層を対象とする。

-応募者多数のときは，町長が決定する。

-出発から帰着まで視察期間中の病気，

けが，盗難，交通事故等一切の責任は

問Iは負わないものであること 。

，

本町から出発及び帰着空港

に至るまでの最短距離，及び

旅行業者の発表する旅費のす

以内

産業課� 

日程等につきましでは，次のとおりです。� (4) 10月 14 日 ~ 25 日 ( 12 日間) 

(日程の近いもののみ) ヨーロ ッパ(女性) 費用� 550，000円
(1) 7 月 19 日 ~ 27 日 ( 9日間) 上記の外， 11 月 ~ 2 月の聞にヨーロ ッパ，オー ス

中国 費用約390，000円 トラリ ア等のコースがあります。

(2) 9 月 9 日 ~ 25 日(17 日間) 詳細については，産業課までお問い合わせ ください。

ヨーロ ッパ 費用� 680，000円� (費用の� 2分の� lを町が負担します) 

(3) 9 月 27 日 ~10月 12 日(16 日間)

北アメリカ 費用� 620，000円� 

γ小規模土地改良事業
\~ 

-園地等の改良 

町有ブルドーザー施設を用

い，小規模な農用地の造成，

放任園地，果樹園及び水田の

平担地化への改良事業

-でき上がり後の作目は，基本構想の農

業経営の指標に定めている作目，また

は，これらの関連施設であること 。

-造成後の実有効利用面積が� 5a以上(う

んしゅうみかんの改植を認めない地域

では� 3a以上)のこと 。� 

-各種のハウス栽培ができる程度の勾配

であること 。

ブルドーザー施設の利用料

金の÷以内(ただし，最高限

度額は15万円までとする)

産業課

-圏内道等の新設，改良

町有ブルドーザ一施設を用� 

い，林内作業道，圏内道の新

設や改良を行う事業

-有効幅員が2.0m以上であること 。

-延長が10m以上であること。

ブルドーザー施設の利用料

金のす以内(ただし，最高限

度額は10万円までとする)

産業課

※町有のブルドーザー， パワー ショベルを ご利用ください。

・申込先 役場産業課� (印かんをご持参 ください)

・使用料� 1時間につき� 3，600円� (オペレーター付)

※基盤整備，圏内道の新設のために使用される方は，使用料の� 2分の� lを町が補助します。(限度額内)

固
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回

農業経営の近代化 ・合理化を推進するため，町では各種補助事業を設けていますので，ご紹介します。

補助制度を希望される方は，広報折込みの申込み用紙にご記入のうえ，それぞれの申し込み先窓口

まで提出してく ださい。

・受付期間� 5月31日(金)まで。 (印;かんを ご持参ください)

疑不明な点については，役場産業課または，勝浦郡農協(指導課)までお問い合わせください。� 

yハウス施設新設奨励事業

内� ~ナ 採択条件(主なもののみ) ネ南 助 率 申し込み先

関J，農協等で奨励している� 

作目を導入するため，ハウス� 

施設，大型ト ンネルを新設し

た場合。� 

-規模は� 2a以上であること。

-大型トンネルにあ っては� 5a以上であ

ること。

-意欲的に農業経営に取り組んで、いると

町長が認めた農家であること。

町において定めている標準

事業費の古以内。ただし，最

高は60万円までとする。

大型トンネル施設にあ って

は，� 10a当たり� 2万円とする。� 

勝浦郡

農業協

同組合

γ香酸かんきつ対策事業

ユズ樹の樹型改造を行い，� I・1園地� 5a程度とする。� I定額� 1園地63，750円

収穫をはじめとした作業を行|・農業改良普及センター，農協の技術員

いやすくし，また連年結果に� | による指導を受けるものとする。

導くことを目的とする。� 

7自然食曙好省力型果樹苗木導入事業

放棄園地等の減少を図るた� -樹種はギンナン，サンショウ，ヤマモ 苗木代実費のす以内

め，また自然の昧，田舎の昧 モ，ナツメ，ザクロ，クルミ等。 勝浦郡

等の希求に応えるため，ほと� -いずれも� 1樹種を20本以上，農協を通 農業協

んど無農薬栽培が可能で、， し じ購入した苗木とする。 同組合

かも経済性があり高齢化社会

に対応した産業の育成を図る。

γ単軌条運搬機導入事業(モノレール施設)� 

条件が悪く圏内道等の設置� |・� 1件当たり� 200m以内とする。� I事業費の古以内

ができにくい園地等を対象と� |・事業費限度額は� 100m当たり� 150万円

し，圏内道的役割をさせるも� | までとする。

のである。� I・乗用型も対象とする。� 

γ圏内道舗装補助事業

圏内道を中心に舗装を行い，� 

作業能率の向上を図るもので

ある。� 

-県の補助事業に該当しないものを対象 生コン実費のす以内

とする。

• 1件当たり� 100m以内・� 20m以上とする。� 

• I幅員は2.5mを標準とする。� 

-生コンの厚さは10cmとする。

l 
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折
に
図
書
利
用
カ 

ド
の
更
新
の
手

か
ら
し
て
い
ま
す
。

ご
来
館
の

続
き
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
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図
書
利
用
カ 
l
ド
の
更
新
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
二
年
八
月
開
館
以
来
、
五
年

八
ヶ
月
余
り
の
歳
月
が
流
れ
、
開
館

l

当
時
登
録
交
付
さ
れ
た
利
用
カ 

ド

番
号
も
四
千
六
百
余
り
の
多
く
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
次
の
よ
う
な
理
由

で
五
月
一
日
か
ら
順
次
更
新
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

女
更
新
理
由

て
既
に
登
録
は
し
て
い
る
が
開
館

以
来
一
度
も
利
用
せ
ず
、
有
名
無

実
と
な
っ
て
い
る
方
が
い
る
た
め
。

二
、
登
録
後
、
移
転
、
転
職
、
結
婚
、

死
亡
の
方
が
い
る
た
め
。

三
、
県
の
調
査
で
正
確
な
登
録
人
数

が
報
告
で
き
ず
、
統
計
調
査
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
た
め
。

l

。
「
登
録
」
「
利
用
カ 

ド
」
の
交
付

は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
五
月
一
日

簡
単
な
手
続
き
で
小
学
生
以
上
の

町
内
在
住
者
な
ら
ど
な
た
で
も
図
書

利
用
カ
ー
ド
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小
学
校
新
一
年
生
に

従
来
、
小
学
校
一
年
生
に
「
図
書

利
用
カ 
l
ド
」
を
学
校
を
通
じ
て
配

布
し
て
い
ま
し
た
が
、
粉
失
事
故
が

あ
ま
り
に
も
多
い
た
め
、
申
請
の
あ

っ
た
お
子
さ
ん
に
直
接
配
布
し
て
い

ま
す
。
従
っ
て
小
学
校
入
学
後
ば
、

「
図
書
利
用
カ
ー
ド
」
を
取
得
で
き

ま
す
の
で
、
直
接
図
書
館
に
来
ら
れ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

図書館の利用について

。開館時間午前9時30分~午後6時

。休館日毎週月曜日

資料整理日毎月末

年末年始休館日� 12月28日-1月� 3目

。この利用カードをなくしたとき，住所 ・電話番号な

どに変更があ ったときは，すぐ知らせてください。� 

Oこの利用カードを他人に貸したり，ゆずり渡さない

ヘ-' でください。

。図書をかりるときは，この利用カードをわすれずに

持参してください。

勝
浦
町
図
書
館


利

用

状

況


開
館
以
来
、
毎
年
順
調
な
伸
び
を

示
し
て
き
た
図
書
館
の
貸
し
出
し
業

務
も
平
成
七
年
度
は
四
万
四
千
件
余

り
で
昨
年
に
比
較
し
、
千
三
十
九
件

の
伸
び
に
留
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

勝浦町図書館利用状況 (年度別)

利用者数 貸出冊数� VTR貸出� CD貸出 ぷロ、》 計 前年度比

平成2年度8月~� 11，966 11，618 1，129 12，747 

平成� 3年度� 20，645 19，027 5，070 24，097 

平成� 4年度� 25，348 22，814 6，487 1，292 30，595 +6，496 

平成� 5年度� 32，276 25，407 9，178 1，793 36，378 +5，785 

平成� 6年度� 34，887 31，673 9，695 2，150 43，518 +7，140 

平成� 7年度� 34，253 33，342 9，549 1，666 44，557 +1.039 

平
成
七
年
四
月
の
図
書
館
運
営
委
員

会
で
図
書
館
利
用
の
説
明
の
あ
と
、

毎
年
六
千
件
余
り
の
貸
し
出
し
件
数

の
伸
び
も
頭
打
ち
に
な
り
は
し
な

い
か
と
案
じ
ら
れ
る
と
申
し
た
こ
と

が
現
実
と
な
り
、
そ
の
要
因
な
ど
を

思
考
し
て
み
ま
す
と
、

一
、
社
会
的
に
読
書
ば
な
れ
の
傾
向

に
あ
る
こ
と
。

二
、
勝
浦
町
人
口
、
七
千
三
百
三
十

九
人
と
利
用
者
人
口
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
い
つ
ま
で
も
前
年
比

六
千
件
余
り
の
貸
し
出
し
業
務
を

継
続
す
る
こ
と
は
困
難
。

三
、
日
常
生
活
が
多
忙
で
読
書
の
時

聞
が
な
く
、
テ
レ
ビ
で
情
報
文
化

を
吸
収
す
る
風
潮
に
あ
る
こ
と
。

四
、
他
か
ら
与
え
ら
れ
る
限
ら
れ
た

文
化
に
慣
れ
、
自
分
か
ら
求
め
る

文
化
に
慣
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
勝
浦
町
図
書
館
図
書
利
用

状
況
は
平
均
四
・
七
六
冊
と
高
い
水

準
を
示
し
て
い
る
。
県
内
公
立
図
書

館
二
十
五
館
中
、
六
住
と
高
い
利
用

率
を
保
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
で
そ

れ
ぞ
れ
ご
購
入
さ
れ
読
書
に
励
ん
で

お
ら
れ
る
ご
家
庭
も
多
い
と
存
じ
ま

す
。
図
書
館
で
も
皆
さ
ん
の
ご
希
望
、

ご
要
望
に
応
え
る
た
め
、
書
庖
よ
り

早
く
新
刊
書
を
毎
月
購
入
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
図
書
館
で
す
。
ご

遠
慮
な
く
何
な
り
と
申
し
出
で
く
だ

そ
の
他
、
ビ
デ
オ
、 

C
D
の
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
て
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
大
人
用
ビ
デ
オ
四
百
六
十
二

本
、
子
供
用
ビ
デ
オ
五
百
八
十
七
本

が
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
・ 

は
数
量

C
D

6 * * 休� 1県
日 館 目 立

日・図�  
13 15書
日 日館�  

20 協
日� 29力

日 巡� 
27 回
日 日� 

31 
日

に
限
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
戸
に

二
本
ま
で
貸
し
出
し
、
期
間
も
一
週

間
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

期
間
内
に
お
返
し
い
た
だ
き
、
よ
り

多
く
の
人
々
が
ご
利
用
で
き
る
よ
う
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。 

らせ

ビデオ・� CDは，� 

4月から予約

できません。

お知

回

MUS04
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テキストボックス
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句

春
寒
し
掌
に
包
み
持
つ
茶
の
温
み

新
築
の
家
主
優
し
く
燕
の
巣

坂

本

美

馬

直

枝

水
温
み
浮
か
ぶ
木
の
葉
に
虫
の
せ
て

坂

本

日

浦

幸

，蕗
の
墓
木
の
葉
も
ち
上
げ
小
谷
川

坂

本

戸

田

路

子

ふ
き
の
と
う
一
品
添
え
て
山
の
宿

坂

本

椋

井

輝

子

ふ
き
の
と
う
陽
光
う
け
て
水
車
跡

新
し
き
地
下
足
袋
軽
し
下
蔚
ゆ
る

坂

本

大

亀

恵

一

退
院
の
靴
新
し
く
下
萌
え
る

土
手
に
子
の
は
ず
む
声
あ
り
水
温
む

坂

本

池

谷

武

久

天
ぷ
ら
に
目
の
無
き
亭
主
蕗
の
華

下
萌
や
チ
ャ
ン
パ
ラ
ご
っ
こ
皆
剣
豪

坂

本

新

居

雄

彦

蕗
の
華
功
を
刻
み
し
碑
の
隅
に

下
萌
や
ジ
ー
パ
ン
の
娘
の
尻
太
し

坂

本

仙

才

清

A
7

11 柳j

で
あ 詩
先切

り

五 一 一一 ヤ� 
月人明人人ス

一一 一一江二

十句 句首 募集
日

ー.

J-~~ 
.------九~ごで' 一 可』、-司---、一角

‘九一�  

ている万は，早急にお願いします。
".-'"一 『 ‘� 

九- ~-^~'，. . .....

/¥圃

水
温
む
カ
ッ
プ
ル
乗
せ
て
ド
ン
コ
舟

下
萌
や
活
断
層
の
傷
の
跡

坂

本

新

居

晋

下
萌
野
よ
も
ぎ
摘
む
手
の
先
匂
う

坂

本

中

山

治

友
逝
き
て
か
よ
わ
き
吾
に
寒
巌
し

ハ
ン
グ
ラ
の
飛
び
立
つ
基
地
や
山
笑

う

横

瀬

呑

口

精

一

郎

落
ち
た
椿
水
輪
の
芯
に
あ
り

し
ゃ
く
な
げ
の
花
満
開
の
横
峯
寺

さ
わ
や
か
に
登
る
岩
屋
寺
日
は
う
ら

ら

横

瀬

日

下

智

世

子

下
冷
も
息
吹
忘
れ
ず
イ
ス
ラ
エ
ル

指
呼
に
見
る
ゴ
ラ
ン
高
原
春
浅
く

中

山

谷

尻

松

山

四
園
道
桜
ふ
く
ら
む
寺
の
庭

う
ぐ
い
す
の
初
音
き
き
て
耳
す
ま
し

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

吹
雪
く
夜
は
犬
小
屋
覗
き
て
消
燈
す

菜
の
花
を
酔
う
ほ
ど
き
し
て
辻
地
蔵

立

川

堀

梅

子

一
ひ
ら
の
花
の
行
方
を
見
と
ど
け
て

憂
き
こ
と
も
人
の
世
の
常
花
ぐ
も
り

生

名

柳

田

末

子

三
岐
路
に
地
図
を
広
げ
て
徒
歩
遍
路


暮
れ
て
な
お
白
藤
燃
え
て
タ
茜


生

名

倉

橋

テ

ル


待
ち
焦
れ
目
出
度
く
男
の
子
鯉
蛾
り


晩
鐘
の
遥
か
に
聞
ゆ
初
夏
の
暮


生

名

小

西

典

子


常
の
野
に
あ
り
て
母
の
日
母
知
ら
ず


芽
木
の
村
畳
の
サ
イ
レ
ン
風
に
乗
る

生

名

丸

山

香

月


音
た
て
て
葱
を
洗
う
や
水
温
む


背
伸
び
し
て
見
る
遠
山
の
春
霞
み


生

名

滝

口

松

月

飛
行
雲
花
満
開
に
蛇
め
き
て

生

名

石

田

白
萩

※
原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

季
語
は
俳
句
の
基
礎
に
な
る
約
束
ご

東
風
荒
れ
て
め
く
る
記
帳
の
押
桜

農
薬
を
恐
れ
し
老
の
茶
苗
植

中
角
岡
本
は
つ
え

春
の
雨
遠
く
住
む
娘
の
身
を
思
う

花
冷
に
梢
あ
る
襟
を
か
き
合
す

掛

谷

駒

津

光

洋

椀
ぎ
て
来
し
椎
葺
春
の
雨
残
る

へ
ん
ろ
道
塞
ぐ
が
ご
と
く
遍
路
ゆ
く

あ
て
先

締
め

短の
歌こ

横� .み中
しミ 角 瀬
てコ

制tち
れ俳豊 川 短中 句
も句田柳歌田�  .

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

沼
江
中
井
清
二
郎

〈近畿かつうらふるさと会から〉

'"窓会イ第8回)に全員集会N

平成� 8年� 5月25日(土) 午後� 2時30分から

先にご案内のとおり総会の日が近ずいてまいり
ニューコクサイ(大阪商工会議所ビル� 6階)

ました。会員の皆さんには恒め¥とご都合等あろう

とおもいますが，お繰り合わせのうえ是非ご出席
〈連絡先〉勝浦郡勝浦町大字久国字久保田� 3

ください。総会後の懇親会でひさしぶりの「勝浦
勝浦町役場企画開発課

弁」で楽しい時間を過ごしましょう。
「近畿かつうらふるさと会」係� 

なお，出席の育無についてハガキの返信が遅れ

と
で
す
か
ら
、
安
易
な
季
重
り
は
避

け
た
い
も
の
で
す
。
(
係
)

次
・
回
・
作
・
品
・
募
・
集

五
月
五
日
締
切
短
歌
一
人
一
首

六
月
五
日
締
切
川
柳
一
人
二
句

・事務局からのお願い

会員さんの住所，電話番号等の蛮更は，お手数

ですが必ず事務局まで連絡くださいますようお願

いいたします。

回

-'" 

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
詩のこみち　短歌　俳句　川柳　募集

MUS04
テキストボックス
総会　第３回　に全員集合

MUS04
スタンプ
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私
の
横
を
車
い

す
に
乗

っ
た
人
が

通
り
過
、
ぎ
て
行

っ

た
。
し
ば
ら
く
し

て
、
そ
れ
を
自
然

に
受
け
と
め
て
い

る
自
分
に
気
が
つ

き
、
思
わ
ず
笑
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
。
私

の
心
を
こ
こ
ま
で

変
容
さ
せ
て
く
れ

た
の
は
あ
の
小
星

園
の
人
た
ち
と
の

出
会
い
と
、
あ
の

青
年
か
ら
の
手
紙

で
あ
っ
た
。

去
年
の
秋
、
小

星
園
の
運
動
会
に

民」ノ

F-¥」

A
7

l

A
7

A
7

参
加
し
た
。
小
星
園
に
は
、
体
に
障

害
を
も

っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

て
、
そ
の
人
た
ち
ゃ
私
た
ち
学
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
参
加
し

て
、
い

っ
し
ょ
に
進
め
て
い
こ
う
と

い
う
運
動
会
だ
。
こ
の
運
動
会
に
参

加
し
た
こ
と
は
、
私
に
と

っ
て
か
け

が
え
の
な
い
体
験
と
な

っ
た
。

「
障
害
者
と
運
動
会
や
、
で
き
る

ん
?
」
こ
れ
が
先
輩
に
誘
わ
れ
て
、

最
初
に
思

っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
口
に

は
出
さ
・
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
た
ぶ
ん

他
の
み
ん
な
も
同
じ
こ
と
を
思

っ
て

い
た
だ
ろ
う
。
ふ
だ
ん
同
和
問
題
を

学
習
し
て
い
て
も
、
こ
の
時
の
自
分

の
気
持
ち
は
、
そ
れ
を
無
駄
に
思
わ

せ
る
ほ
ど
残
酷
な
も
の
だ
っ
た
。

そ
ん
な
気
持
ち
の
ま
ま
で
運
動
会

に
参
加
し
た
私
は
、
入
場
す
る
時
、

車
い
す
を
押
す
こ
と
さ
え
い
や
に
思

え
た
。
し
か
た
な
く
車
い
す
を
押
す

な
ん
て
、 

思
え
ば
と
ん
で
も
な
く

失
礼
な
こ
と
だ
っ
た
。

開
会
式
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
競


技
が
始
ま
っ
た
。
ふ
と
気
が
つ
く
と
、


い
つ
の
ま
に
か
私
は
、
さ

っ
き
車
い


す
を
押
し
た
お
じ
い
さ
ん
を
応
援
し


て
い
た
。
何
だ
か
自
分
で
も
信
じ
ら


れ
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
お
じ
い


さ
ん
が
一
着
で
ゴ 

ル
に
入
っ
た
時


は
、
ま
る
で
自
分
が
一
等
賞
に
な

っ


た
よ
う
に
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
。


競
技
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
だ
ん

だ
ん
と
と
け
こ
め
る
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
始
ま

っ

た
。
私
は
今
ま
で
の
自
分
が
急
に
は

ず
か
し
く
な

っ
た
。
ど
の
人
も
み
ん

な
楽
し
そ
う
に
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
。

手
足
の
不
自
由
さ
な
ん
て
全
く
感
じ

さ
せ
な
い
ほ
ど
、
一
生
け
ん
命
に
な

っ
て
お
ど
る
姿
は
本
当
に
美
し
く
、

つ
な
い
だ
そ
の
手
の
ぬ
く
も
り
は
私

の
心
に
じ
ん
じ
ん
と
伝
わ
っ
て
、
何

か
を
見
つ
け
た
よ
う
な
す
が
す
が
し

い
気
持
ち
と
、
や
さ
し
い
気
持
ち
で

胸
が
い

っ
ぱ
い
に
な

っ
た
。

感
動
の
全
競
技
が
終
了
し
、
お
ば

あ
さ
ん
の
車
い
す
を
押
し
、
閉
会
式

に
臨
ん
だ
。
そ
し
て
、
入
場
す
る
時

と
は
、
百
八
十
度
違

っ
た
私
が
そ
こ

に
い
た
。
私
を
こ
こ
ま
で
変
え
て
く

れ
た
の
は
、
こ
の
運
動
会
に
参
加
し
、

と
も
に
競
技
し
た
人
た
ち
の
一
生
け

ん
命
な
姿
、
そ
し
て
あ
の
あ
た
た
か


い
手
。
障
害
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う


と
、
私
と
あ
ん
な
ふ
う
に
手
を
つ
な


ぎ
あ
っ
て
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
こ
と


に
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
は
同


じ
人
間
だ
か
ら
。
仲
間
だ
か
ら
。
あ


た
り
ま
え
の
こ
と
な
ん
だ
。


車
い
す
に
乗
っ
た
人
や
、

つ
え
を


つ
い
て
い
る
人
を
、
ど
う
し
て
も
意


識
し
て
見
て
し
ま

っ
て
い
た
の
に
、


で
は
ご
く
普
通
に
通
り
過
ぎ
る
私
。

で
も
も
う

一
歩
、
自
然
に
手
を
さ
し

の
べ
ら
れ
る
私
に
な
り
た
い
。
そ
れ

に
は
、
ま
だ
ま
だ
時
聞
が
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
迷
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
必
ず
い

つ
か
は
私
の
こ
の
手
が
、
今
度
は
障

害
者
に
と
っ
て
あ
た
た
か
い
手
に
な

る
と
信
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
最
終

的
に
は
私
の
手
だ
け
で
な
く
、
友
人

の
手
も
、
家
族
の
手
も
、
道
行
く
人

の
手
も
、
全
て
が
あ
た
た
か
く
、
人

の
心
を
和
ら
げ
る
こ
と
の
で
き
る
手

、を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

ず
は
同
じ
人
間
と
し
て
、
同
じ
道
を

歩
む
べ
き
だ
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
数
日
後
、
私
の
心
の
か

た
す
み
に
残
っ
て
い
た
あ
の
迷
い
が

消
え
た
の
だ
。
そ
れ
は
、
十
五
歳
と

い
う
若
さ
で
交
通
事
故
の
た
め
手
足

の
自
由
を
奪
わ
れ
、
小
星
園
で
リ
ハ

ビ
リ
に
励
む
青
年
か
ら
の
手
紙
だ

っ

た
。
生
き
る
望
み
す
ら
な
か
っ
た
彼

が
、
自
分
の
手
で
ワ
ー
プ
ロ
を
打
ち
、

手
紙
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

そ
の
手
紙
の
一
文
字
一
文
字
が
強
く

て
、
し

っ
か
り
し
て
、
わ
ず
か
二
枚

に
も
満
た
な
い
文
章
で
あ

っ
た
け
れ

ど
、
「
自
分
は
こ
う
し
て
誰
か
に
手
紙

を
送
る
こ
と
だ

っ
て
で
き
る
」
「
自
分

は
生
き
て
い
る
ん
だ
」
と
、
心
に
伺

度
も
何
度
も
彼
の
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
だ

つ
た
。
そ
れ
は
も
う
、
言
葉
に

な
ら
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
も
の
で
、

気
が
つ
く
と
涙
が
あ
ふ
れ
で
い
た
。

涙
ぐ
ら
い
我
慢
で
き
る
の
に
、
な
ぜ 

か
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
流
れ
出
て
、

ど
う
に
も
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

体
に
障
害
が
あ

っ
て
も
生
き
て
い

る
。
私
も
生
き
て
い
る
。
だ
か
ら
助

け
合

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
築
い
て
い
く
の

は
、
健
康
で
頭
が
よ
く
て
、
優
れ
た

人
た
ち
だ
け
で
は
な
い
。
体
の
障
害

に
も
負
け
ず
、
し

っ
か
り
と
生
き
て

い
る
人
た
ち
だ
っ
て
、
共
に
協
力
し

あ
い
、
お
互
い
を
認
め
あ
っ
て
構
成

し
て
い
く
べ
き
だ
。

一
年
前
は
、
と
て
も
み
に
く
い
自

分
だ
っ
た
。
私
と
は
違
う
か
ら
関
係

な
い
、
と
い
う
考
え
を
ず
う

っ
と
抱

え
こ
ん
で
き
た
。
で
も 

は
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
。
そ
う
や

っ
て
抱
え

こ
ん
で
き
た
も
の
が
、
過
ち
で
あ
る

と
気
づ
き
、
新
し
い
自
分
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
私
の
心
を
救

っ


て
く
れ
た
小
星
園
の
人
た
ち
と
、
あ


の
青
年
に
深
い
感
謝
と
お
礼
の
気
持


ち
を
こ
め
て
、
今
年
も
小
星
園
の
運


動
会
に
参
加
し
よ
う
と
思
う
。
そ
し


て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
あ

っ
て、




私
の
あ
た
た
か
い
手
を
受
け
止
め
て


も
ら
お
う
。


(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
か
ら
) 

回

MUS04
テキストボックス
かたりあうページ　あたたかい手

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
に
つ
い
て

次
の
日
程
で
予
防
注
射
を
行
い
ま

す。

今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後
で
す

の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-

登

録

料

三

千

円

・

注

射

料

三

千

円

日 程 表

5 月� 19日(日)

場 所 時間

J A坂本事業所� 
午前� 9 :00 

9 :10 

与川内公会堂前� 

午前� 9 :20 

9 :30 

J A勝浦郡本所� 
午前� 9 :40 

10:00 

勝浦町役場�  
午前10:10

10:20 

生名センター前� 
午前10:30

10:40 

j勝浦会館�  
午前10:50 

1l:00 

I 

古山商 庖 機 �  
午前11 :10 

11 :20 

J A生比奈支所� 
午前11 :30 

11 :40 

し尿処理料金改定について

平成 8 年 6 月 1 日から '80~ 当たり 1∞円増額

現在，有限会社毎日衛生社に対し， し尿のくみ取

り業務を許可しています。

し尿くみ取り業務を含めた清掃業務については，

常に住民サービスの向上に努めてきたところであり

ますが，物価の上昇等諸般の事情により，今回し尿

処理料金を改定することとなりま した。

改定は現在，� 180R当たり� 1，650円の料金を� 100円

増額し，180R当たり� 1，750円とするも ので，平成� 8

不用犬の 年� 6月1日から実施します。

引き取り日
犬の放し飼いは

やめましょう� 

5月� 8自体)� 
5月22自体)

町民の皆様には何かとご負担をお願いすることと

なりますが，今後におきましでも， し尿くみ取り業

務を含めた清掃業務の住民サービス向上に努めてま

いりますので，ご理解，ご協力をお願いいたします。

"'-
留守8238守号� 
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5月あき缶回収日程表

今月は休日等で一部変更があります� f

⑨
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
さ

れ
た
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑨
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。

あ
き
缶
を
出
す
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

回収日 地区�  t~ 所

第

一
火
曜
日

(14日)

石原

沼江�  

掛谷

山西�  

中 角
。

桜建設事務所

Y召 江 集� izkz 所

掛谷集会所前
J A生比奈支所保冷庫前
(果樹試験場上り口)  

農村婦人の家

馬越ゴミフェンス横

第
一
月
曜
日

(13日)

今山

黒岩

星谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運動場入口(小屋の横)

川口幸ーさん宅の貯蔵庫前

消 防 圭ロ士ロ 所 横� 

第

月
曜

(2日0日)

生名

ク

久国

棚里子
。

。

東 中本 庵

島豆腐屋さん前

久国集会所裏

河川敷ゲートボール場横� 

パチンコ庖前道路南側

大井堰碑の前

第

四

月

曜

日

(27日)

横瀬
。

。

ク

。

与川内

坂本

ク� 

前� )11 集� dzkz 所

勝 浦 郡 農 協 本 所

広瀬清さん宅東

小倉新平さん宅前コ叉路

|日 農 協 跡 地

勝浦郡農協与川内出張所� 

勝浦郡農協坂本事業所横

t背 防 圭ロ士口 所 横� 

テーマ

「活かそう情報，くらしの中へ」� 

5月は消費者月間です。この期間に，園，県，

消費者団体などでは，消費者啓発の講演会等様

々な催しが行われます。この機会に，問題につ

いての認識をさらに深めましょう。

「消費者月間」とは

消費者の利益を守るために制定された消費者

保護基本法が昭和閃年� (1988年)に施行20周年

を迎え，これを機に毎年� 5月が「j肖費者月間」

と定められました。

私たち一人ひとりが消費者として自立し.

正しい判断や選択ができるよう努力しましょう。� 

⑨
缶
の
中
の
水
分
や
異
物
は
取
り
除

い
で
く
だ
さ
い
。

⑨
あ
き
缶
に
は
、
ス
チ
ー
ル
・	

ア
ル

ミ
の
表
示
が
あ
り
ま
す
。

⑨
ピ

ン
ゃ
か
ら
つ
な
ど
、
缶
以
外
の

物
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

分
別
す
る
と
き
に
確
認
し
て
く
だ

⑩⑩⑩⑥ 

自動車税の納期限は� 5月31日です。納期内に

納めてください。

領収証書に添付されている納税証明書は，車

検の際に必要ですから，大切に保管してくださ

MUS04
テキストボックス
捨てるゴミでも生かせば資源　５月は消費者月間です

MUS04
テキストボックス
自動車納税は納期内に

MUS04
スタンプ
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民3 
5月の保健行事

お問い合わせは環境衛生課保健婦へ
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日� H翠 内� ?iI-、- 受付時間 場 所 立す 象 者
持参 す る
もσ〉� f也

水
農村環境改善� -生後� 3 ~ 18月 母子健康手帳� 

15 ポ リオ生ワ クチン投与�  13:30~ 15 : 00 予 診察
センター�  • 90月未満で2回のんでいな い子 予防緩種手帳� 

17 金� 1歳� 6ヵ月児健康診査� 13 : 30~ 14 : 00 勝浦病院�  H 6 . 9.1 ~1 1. 30までに生まれた子
母子手帳
問 診票�  

13 : 30~ 坂本小 学 校� 
-小学校� 1年全員� 

20 月 ツベルクリ ン反 応 検 査 �  
-小学校� 2年で小学校� 1年の時 予 払I'W河� Eて� 

14 : 30~ 横瀬小 学 校
ツ反陰性の者のうち� BCG接種 予防接種手帳

を受けた者� 

21 火 ツベル クリ ン反応検査�  1 4 : 00~ 生比奈小学校 。 ペシ

水
ツベルタリン反応判定と� 13:30~ 坂本小学校�  20日に ツベルクリン反応検査を� 

22 
陰 性者 に� B C G接種

。� 
14 : 30~ 横瀬小 学 校 受けた者� 

23 木
ツベルクリン反応判定と� 

14:00~ 生比奈小学校� 
21日に ツベルクリン反応検査を

陰性者に�  BCG接種
。

受けた者� 

24 金
離乳食講習会�  13:30~ 農村環境改善� H 7 . 9 . 1 ~H 8 .3 .31までに

乳児健康 診 査� 14:00~ セ ン ター 生まれた子
母子手帳� 

-中学校� 1年全員� 

29 水 ツベル クリン反応検査�  13:30~ 勝浦中 学 校� 
-中学校� 2年で中学校� 1年の時 予 診票

ツ反陰性の者のう ち� B CG接種 予防接種手帳

を受けた者� 

31 金
ツベルタリン反応判定と� 

13:30~ 勝浦中 学 校� 
29日にツベルクリ ン反応検査を

陰性者に�  BCG接種
。

受けた者

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は 

む
し 

の
出
没
期
で
す
。
も
し
ま

む
し
に
か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置
を

し
て
、
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

応
急
処
置
と
受
診 

-
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ

を
強
く
し
ば
る
。 

-
十
五
分
に

一
回
は
、
し
ば
り
を

解
い
て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば

・
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受

け
る
。

血
清
の
保
管
場
所 

-
勝
浦
郡

勝
浦
病
院 

(勝
浦
町
棚
野
)

電
話 

0
8
8
5
4
1
2
1
2
5
5
5

上
勝
町
診
療
所 

(上
勝
町
福
原
)

電
話 

0
8
8
5
4
1
6
1
0
3
0
3

上
勝
町
第
二
診
療
所 
(上
勝
町
正
木 
)

電
話 

0
8
8
5
4
1
5
1
0
1
5
2 

固

MUS04
テキストボックス
HEALTHY　LIFE　みんなの健康　５月の保健行事

MUS04
テキストボックス
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・ 
B
C
G
接
種
の
意
義

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
齢
的
に

は
高
齢
者
が
半
数
を
し
め
ま
す
が
、

小
児
、
若
年
者
の
発
病
も
あ
と
を
た

た
ず
、
全
国
的
に
み
て
み
る
と
年
間

四
万
人
以
上
の
発
病
者
が
あ
り
、
大

人
か
ら
子
ど
も
へ
感
染
す
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
は
、

抵
抗
力
が
弱
い
た
め
全
身
性
の
結
核

症
や
、
結
核
性
の
髄
膜
炎
に
な
る
こ

と
も
あ
り
、
時
に
は
後
遺
症
を
残
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

-結
核
を
予
防
す
る
た
め
に

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
皮
肉
接
種
を
行
い
、

四
十
八
時
間
後
に
判
定
を
し
陰
性
者

(
反
応
の
長
径
が
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

以
下
)
に 

接
種
を
行
な
い
発

病
を
防
、
ぎ
ま
す
。

の
方
法
は
、
ス
タ
ン
プ
式

の
管
針
で
上
腕
の
二
か
所
に
押
し
つ

け
て
接
種
を
し
ま
す
。 

-勝
浦
町
の
現
状

結
核
に
関
し
て
は
減
少
の
傾
向
が

見
ら
れ
ず
、
勝
浦
町
内
で
活
動
性
結

核
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
患
者
は

毎
年
二
十
人
前
後
あ
り
ま
す
。
平
成

六
年
度
の
登
録
者
は
二
十
五
名
で
す

が
、
発
生
年
齢
で
は
七
十
歳
以
上
に

比
較
的
多
く
全
体
と
し
て
は
四
十
歳

か
ら
幅
広
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
治
療
が
長
期
に
及
ぶ
ケ 

ス
も

あ
り
根
治
の
難
し
さ
も
伺
わ
れ
ま
す
。

以
前
に
結
核
に
擢
患
し
、

一
日
一
治
癒

し
た
と
こ
ろ
数
年
後
加
齢
や
体
力
低

下
に
よ
っ
て
再
発
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
毎
年
新
規
の
登
録

患
者
は
十
人
前
後
あ
り
ま
す
。
一
般

B
C
G

に
住
民
の
結
核
に
対
す
る
意
識
が
薄


れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
カ
ゼ
と
思
い
込


ん
で
経
過
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。


結
核
患
者
が
主
体
的
に
健
康
の
回
復
、


保
持
増
進
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援


B
C
G

す
る
と
と
も
に
、
家
族
及
び
住
民
が

結
核
の
予
防
や
早
期
発
見
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
実
践
で
き

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。 

ポ

リ

オ 
(急
性
灰
白
髄
炎

ー
小
児
マ
ヒ 
)
の
予
防

急
性
灰
白
髄
炎
は
、
ポ
リ
オ
ウ
イ

ル
ス
に
よ

っ
て
人
か
ら
人
へ
、
糞
便

中
に
排
池
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
が
経
口

ま
た
は
、
咽
頭
か
ら
体
内
に
入
り
ほ

と
ん
ど
の
人
が
病
気
と
し
て
の
症
状

が
出
ず
、
知
ら
な
い
聞
に
免
疫
が
で
き

て
い
る
よ
う
な
感
染
の
し
か
た
を
し
、

終
生
免
疫
を
獲
得
し
ま
す
。
し
か
し
、

と
き
に
は
、
か
ぜ
の
症
状
が
で
た
り
、

高
熱
、
頭
痛
、
お
う
吐
な
ど
の
髄
膜

炎
症
状
の
出
る
こ
と
も
あ
り
、
さ
ら

に
ウ
イ
ル
ス
が
せ
き
髄
の
神
経
細
胞

を
侵
し
、
手
足
の
麻
ひ
を
お
こ
し
た

り
呼
吸
筋
が
麻
ひ
し
、
死
亡
す
る
こ

と
も
あ
る
病
気
で
す
。 

-
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、 

、 

、

皿
型
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン

ウ
イ
ル
ス
が
混
っ
て
お
り
、
免
疫
が

き
ち
ん
と
つ
く
よ
う
に
、

二
回
経
口

投
与
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
腸
で
ウ

イ
ル
ス
が
増
え
免
疫
を
獲
得
し
て
い

く
た
め
、
投
与
を
受
け
る
時
は
、
下

痢
を
し
た
り
、
健
康
状
態
の
悪
い
時

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

生
後
三
月
か
ら
十
八
月
ま
で
に
二

回
飲
む
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

受
け
ら
れ
る
年
齢
が
生
後
九
十
月
未

満
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
は
弱
毒
化
さ
れ

て
お
り
安
全
な
も
の
で
す
が
、
受
け

る
前
に
必
ず
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
ポ
リ
オ
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
の
た
め

次
の
予
防
接
種
を
受
け
る
時
は
、

四
週
間
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

結

核

つ

て� 

?


結
核
は
、
結
核
菌
が
原
因
で
お
こ

る
伝
染
病
で
す
。
結
核
患
者
の
咳
ゃ

く
し
ゃ
み
な
ど
で
飛
び
散
っ
た
結
核

菌
を
吸
い
込
ん
で
感
染
し
ま
す
。
し

か
し
、
感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人

が
自
然
に
治
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

中
に
は
結
核
菌
が
血
液
や
リ
ン
パ
な

ど
に
の
っ
て
体
の
臓
器
に
広
が
り
、

肺
結
核
や
結
核
性
の
髄
膜
炎
な
ど
を

お
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
で

最
も
多
い
の
が
肺
結
核
で
、
発
病
は

感
染
後
一
年
以
内
の
こ
と
が
多
く
、

時
に
は
十
年
、
二
十
年
後
に
出
て

回
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保健婦だより
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スタンプ
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11，356千円� 2% 

、、-'司，噌

平成8年度国保会計当初予算/

46，756千円� 7%
一般会計繰入金� 

その他� 2，135千円� 1%
保健事業費� 9，030千円� 1%

総務費 その他� 9，869千円� 1%
国民健康保険税� 

158，190千円� 
24% 

国民健康保険被保険者数� 
一般被保険者� 2， 127名� 

(内老人保健該当 637名� 
(平成8年 4月1日現在)

退職被保険者 205名� 

合計 2， 332名� 

国民皆保隙-制度
、\~ 

/

-・旬、

どんなに健康的な生活を送っていても，私たちは

いつ，病気やけがに襲われるかわかりません。そん

なとき，お金がなくてお医者さんにかかれなかった� ¥ 

仏医療費が高額になり経済的に大きな負担を強い

られてしまったらたいへんです。

いざというときに，安心して必要な医療を受けら

れるように，すべての国民はなんらかの医療保険に

加入することになっています。これを「国民皆保険

制度」といいます。� "

職場の健康保険などに加入している人や生活保護

を受けている世帯以外の人は，国民健康保険� (国保〉

に加入しなければなりません。国保は加入者が日頃 ¥ 

からお金� (保険税)を出し合い，医療を受けたとき / 
などの費用にあてて，お互いの生活の安定を図るこ

とを目的とした“助け合い"の制度といえます。� 

保険給付金
(医療費等) 
394，923千円� 

60% 

回
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国保と医療費

MUS04
スタンプ
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団

原則として . 20歳から60歳までの40年

間，国民年金の保険料を納めなければ満

額の老齢基礎年金に結び付きません。

しかし長い聞には経済的に保険料の

負担が困難なときもあります。

そこで，一定の要件に該当すれば保険

料が免除されます。

法定免除

市町村に届け出ることによって保険料が

免除になります。

*生活保護法による生活扶助，	 らい予防法

の生活援助を受けているとき。

*障害基礎年金，被用者年金の障害年金  

( 3級を除く)の受給権者など。

パ申請免除/

都道府県知事に申請して承認を受けると

保険料が免除されます。

*所得のないとき

*地方税法上の障害者又は寡婦で，所得が


一定額以下のとき。


*その他，保険料を納めることが困難な特


別な理由のあるとき


ト〈学生の保険料免除

学生の免除は，親元の所得によって承認

されます。同居か別居，国公立か私立の学

生かによっても基準が設けられています。

*学生本人に所得税が課税されているとき


は，免除されません。


申請免除の場合，申請した月の前月からその年度末まで保険料が免除されま す。

平成 8年4月分の保険料から免除を希望する方は，平成 8年5月中に印章を持参の うえ，申請してく ださい。

|給食調理員養成講習会 |


-受講対象者

・開催日及び

時間

-定員

・受講料  

母子家庭のお母さん，子供，寡婦 

5 月 14 日 伏)~ 6月26日(水)までの間 

10時~ 16時 ま で 毎週火・水曜日

(講習時間は 70時間 14日間) 

20 名

無料

-受講旅費等 受講に要する交通費等を支給 します。

の支給 (一定の要件必要)

※詳しく は徳島県立母子福祉セ ンタ ーま で。


徳島市中昭和町 1丁目 2


電話  (0886)54-7418 


MUS04
テキストボックス
国民年金の保険料免除制度　国民年金から
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教室名 実 施 日 時 間� 

9 16 23 30 
F旬� τー+z+t4・ 午後� 7: 30~ 

木 木 木 木� 

10 24 
着付け 午後� 8:OO~ 

金 金� 

2 16 30 
手� τ4z・・z- 午後� 7: OO~ 

木 木 木� 

1 8 15 
踊 り 午後� 8:OO~ 

*- 水� *-
20 

生け花 午後� 8:OO~ 
月� 

10 17 24 31 
習 字

金 金 金
午後� 7:OO~ 

金� 

16 25 30 木版日は午後� I1時

大正琴 土限日は

木 土 木 午後� 6時30分から� 

v-v- 電
電
電


3
月
日
日

1
4月
日
日

/

北

島

町

中

¥
大
{
子
沼
江
{
子
高
開
山

/

鴨

島

町

川

¥
大
字
坂
本
字
繁
野
北

/

徳

島

市

田

¥
大
字
三
渓
字
奥
地
押

(
敬
称
略
)

ご
結
婚
お
め
で
と
う

環
境
衛
生
課
技
師
兼
務

岡

本

重

男

�

 (建
設
課
技
師
)

沼
江
保
育
所
主
任
保
母

鈴

木

倫

子
(
生
比
奈
保
育
所
保
母
)

生
比
奈
保
育
所
保
母

園

乗

安

代(沼
江
保
育
所
保
母
)

勝
浦
病
院
用
務
員

鶴

本

良

昭
(
総
務
課
用
務
員
)

横
瀬
保
育
所
調
理
員
兼
用
務
員

坪

井

晴

美(勝
浦
病
院
調
理
員
)

坂
本
小
学
校
用
務
員

勢

田

澄

子

(給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
員
)

・
新
規
採
用

勝
浦
病
院
内
科
医
師

多

田

由

恵

勝
浦
病
院
臨
床
検
査
技
師

横

田

玲

子

勝
浦
病
院
看
護
婦

松

下

洋

子

久

木

章

・
退
職

(三
月
三
十

一
日
付
)

横
瀬
保
育
所
調
理
員
兼
用
務
員

岡

田

英

子

坂
本
小
学
校
用
務
員

日

浦

サ

ツ

キ

勝
浦
病
院
臨
床
検
査
技
師

津

村

ハ

ル

エ

夜間救急当番表�  勝浦会館 5月行事

⑥⑧ 
心配ごと相談

-日時 5月 2日同
 
5月10日樹
 

5月17日(剣
 

5月24日(創
 

5月31日樹


-時間


午前10時~午後� 3時


・内容

人権・行政・厚生・福祉


・場所


住民福祉センター� 2階


i-受…りま|

すので，お気軽にお問い}

5月� 2日

5月④ 日

5月⑥日

5月 8日

5月10日

5月⑫日

5月14日

5月16日

5月18日

5月20日

5月22日

5月24日

5月⑫日

5月28日

5月30日

赤岩 医院�  

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅 医院�  

勝浦病院�  

上勝診療所� 

勝浦病院�  

赤岩 医院�  

勝浦病院�  

山西医院�  

勝浦病院�  

湯浅 医院�  

勝浦病院�  

赤岩医院�  

2-2006 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

本栗口峯村路

日
出
男

晃

代

和

典

美

穂

宏

佳
千

穂

お
誕
生
お
め
で
と
う

大{子
三
渓

日
浦
寿
彦
/
三
男

字
定
岡

真
由
美
¥
典

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

之� 

v一一ー一一ー

⑧
⑧
⑧
⑨


¥) 


大
字
三
渓
{
子
小
川
森
上
ト
ミ
ヱ
(
幻
歳
)

大
字
三
蓮
子
高
屋

神
子
松
二
郎
(
邸
歳
)

大
字
坂
本
字
宮
平

新

居

長

二

的

歳

�

 
)

大
字
坂
本
字
坂
本
林
秋
雄
(
お
歳
)

大
字
三
渓
字
栗
城
栗
城
ナ
ツ
ノ
�
 
(
邸
歳
)

大
字
三
謹
干
上
羽
瀬
松
並
義
治
(
臼
歳
)

大
字
三
渓

字

樫

測

今

川

昇

�

 
(
沌
歳
)

主
主
連
字
上
川
原
告
野
操
子
(
剖
歳
)

M
m

大
字
沼
江
字
神
谷
長
田
マ
キ
(

歳
)
�
 

(総
務
課
長
)

善

意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

3
月
刊
日

1
4
月
日
日

木

原

秀

明

さ

ん

(

棚

野

)

森
上
登
'
さ
ん
(
与
川
内
)

前
川
東
隣
組

勝
浦
町
ゲ
�
 ト
ボ

l

ル
協
会

l

田
上
フ
ミ
ノ
さ
ん
�
 (中

山

�

 
)

匿

名

�

 

(横

瀬

)

匿

名

�

 

(横

瀬

)

東

良

宏

さ

ん

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
月

一
日
付
で
、
次
の
と
お
り
職

員
の
人
事
異
動
等
が
あ
り
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任
で
す
。

総
務
課
長

松

浦

照

雄
(議
会
事
務
局
長
)

議
会
事
務
局
長

滝

花

恒

子

(教
育
委
員
会
事
務
局
長
)

教
育
委
員
会
事
務
局
長

倉

橋

孝

明
(
勝
浦
病
院
事
務
局
長
)

勝
浦
病
院
事
務
局
長

河

野

精

二
�
 

平日 午後� 6時から翌朝� 9時まで
合わせください。� J 

休日 午後 7時から翌朝 9時まで� 

図
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